
宣 言 日 令和　５年　5月　1日

住 所 吉川市旭7-1

県 内 企 業 等 の 名 称 AZ-COM丸和ホールディングス株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　和佐見勝

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2022年比　25％削減　②2022年比　25％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2022年比　8％削減　②2022年比　8％削減　

温室効果ガス（Scope1,2,3）排出量削減
目標を設定し、目標達成に向けて取り組
む。
＜（現状値）2022年度の数値＞
①Scope1,2　：52,832t-CO2
②Scope3　：365,083t-CO2

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社はサステナビリティ経営の実現を重要事項と認識し、事業活動を通じて社会的責任を果たし、中長
期的な企業価値向上と持続的な成長を実現すべくマテリアリティ（重要課題）を特定する。また、激変す
る環境・経済・社会の総合的な課題解決に取り組むための４つのマテリアリティテーマを設定し、CSV
（Creating Shared Value：社会との共有価値 の創造）を実現できる21世紀型のマネジメント体制
の実現により、SDGｓの達成に貢献していく。

AZ-COM丸和ホールディングス株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

BCP物流を展開し、非常時における安定
した物流機能の提供により地域の安全確
保と事業継続の両立に貢献する。
＜（現状値）2022年の数値＞
災害支援協定の締結団体数
①地方自治体：43団体（累計）
②一般法人：6団体（累計）

＜2030年に向けた指標＞

①100団体（累計）　②30団体（累計）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①60団体（累計）　②15団体（累計）

経済

女性、外国人、様々な職歴をもつキャリア
採用など、多様な人材の採用、登用を積極
的に継続する。
＜（現状値）2022年の数値＞
①女性管理職比率：7.01％（23名/328
名）
②外国籍社員数：36名/3,993名

＜2030年に向けた指標＞

①10％　②80名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①8％　②45名


